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７．スクラップ＆ビルド計画検討 
7.1．建設計画案の作成 

火葬については継続したまま建替えを行う必要があるため、火葬に関する機能は残したままとす

る。式場棟については、使用頻度が低いため建設に伴い、早期に解体するものとする。 
この場合、以下のケースが想定される。 

表 7‐1 想定される建築計画案の概要 

 
概念図 概要 

式場棟のみ解体し、建て直す案 

式場棟 待合棟 火葬棟 備考 

解体 継続利用 継続利用 仮設建設物は無 
 〇火葬棟及び待合棟の稼働 

〇現在の緑地の保全 
〇式場棟の解体（建設期間につい

ては、民間施設等により対応） 
〇南側入口の優先（環境への配慮） 
 
 
 
 
 
 
 

 
計画案の概要を以下に示す。 
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表 7‐2 建設プロセス概要 

 概念図 概要 

1.  ・火葬棟及び待合棟の稼働 
・できるだけ、現在の緑地を残す 
・式場棟は、建設期間については、代

替案により対応。 
・南側入口の優先（環境影響の低減等） 
 
〇建設可能範囲の限定 
 

２. 

 

・火葬棟及び待合棟の稼働継続 
・現式場棟の解体、跡地への新火葬棟

建設 
・南側入口の優先 
 
〇現式場棟の解体 → 火葬棟の建設 

３. 

 

・新火葬棟の完成、稼働 
 
 
 
〇現火葬棟の解体 → 式場棟の建設 
 

４. 

 

・新火葬棟、式場棟の完成、供用 
 
 
 
〇駐車場等、外構整備 

 
 
  




